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【組織的な若手研究者海外派遣事業の帰国報告書】

研究施設: Institut Mutualiste Montsouris, パリ、フランス


42 boulevard Jourdan – 75014 PARIS、 FRANCE

所属部署: 消化器外科

職名:
Visiter

目的: 
フランスにおける腹腔鏡下肝切除術の手術手技、

　　　　 マネージメントの研究

期間:  
2012年7月31日 ～ 2012年11月1日

[研究概要]　　　

1996年肝の良性腫瘍に対する腹腔鏡下肝切除術が報告されて以来, 世界中で徐々にではあるが, 腹腔鏡下肝切除術か報告されるようになってきている.腹腔鏡下肝切除術は開腹肝切除術と比較して明らかに創部を小さくすることができ, 個々の症例に対して安全かつ慎重に施行することで, 根治性を損なうことなく患者の術後のQOL 向上に寄与する大変有用な手術となりうると考える.しかし本邦においても,まだまだ標準化されていない。今回、比較的多くの症例で腹腔鏡下肝切除術が実施されているフランスのIMMおいて,その手術手技や術中マネージメントを実際に見ることにより,今後日本でも安全に行うことが可能か,またどういったことを準備すべきかなどを学んできた。

　同病院の外科は、腹腔鏡手術にこだわって手術を行っており、特に有名なのはガイエ先生の腹腔鏡下の肝切で、イギリス、アメリカ、ドイツ、ルーマニア、イタリア、などといった世界各国からガイエ先生の手術を学びにインターンやフェロー、見学者が集まってきている。そのため、色々な国の先生方のそれぞれの国での外科事情や個々の症例についてのそれぞれの国での考え方などを聞く事もでき、大変貴重な経験もすることができた。

　基本的な手術スタイルは、臓器毎にスタッフの先生が一人ずついて、そのスタッフの先生とインターン又はフェローの先生の二人だけで手術を行う。術者は必ずスタッフの先生で、腹腔鏡のカメラは英語音声で指示を出すと従う器械にもたせ、カメラ位置、術野の展開など術者が全部一人で行うスタイルをとる。第一助手であるインターンやフェローの先生は、鉗子を操作することはなく、術者が術野展開に使い把持した状態になった鉗子を渡され、固定した状態を保つのみで、把持をしなおす時も術者が行う。　　

　ほかにも、さまざまな消化器外科におけるフランスと日本との違いを身をもって体験し、学ぶことができた。今後に生かすことができればと考えている。

[感想]

IMMはフランスの首都であるパリの１４区にある。１４区はパリの南端に位置し、オペラ座やシャンゼリゼ通りといったパリの中心からはバスで４０分と少し中心から離れた地区である。アジア系の住民が多く住んでいる１４区には、各国の学生寮が集まっているパリ国際大学都市やモンスーリ公園があり、観光ガイドでは知ることのできないフランスの多国籍国家であるという日常を実感できた。さらに、手術室の中は、ヨーロッパをはじめとした世界各国から見学者が集まっており、医療の上での文化や国民性の違いも見ることができた。手術室看護師さんが皮膚を縫ったり、研修医が二人も途中で病欠したり、術前術後管理を一切外科がやらなかったりと日本では考えられない様々な手術のマネージメント、外科医の考え方、他科との連携の仕方なども体験することができた。しかし、自分の語学能力では十分に自分の思っていることが表現できなかったり、相手の意図が理解できなかったりと、今後にむけて問題点も把握することができた。

　今回の短期海外留学を通じて多くのことを学ぶことができたことを、サポートしていただいた皆様に感謝したい。もしこの企画が続くのであれば、なにか役に立つことができればと思う。
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